
が
起
つ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な

も

の
を
あ
げ
る
と
、
漁

業
制
度

改
革

と
水

産
物
統
制
の
徹
廢
、

マ
ツ
カ
ー
サ
ー
ラ
イ
ン
と
い
は

れ
た
漁
區
制
限
の
消
滅
等
で
す

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
變
化
に
つ

れ
漁
業
の
實
態
も
著
し
く
變
つ

て
お
り
ま
す
の
で
、
最
近
の
實

態

を
ど
う
し
て
も
明

日
に
す

る

必

が
あ
り
ま
す
。
又
前

の
セ
ン

サ
ス
か
ら
の
變
動
を
檢
討
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
農
地
改
革
に
次

ぐ
大
き
な

改
革
と
云

は
れ
る
漁

業
制
度
改
革
が
ど
の
よ
う
な
實

こ

の

五

年

間

に

漁

業

界
に
も
可
成
り
大
き
な
變
動

も
基
礎
に
な
る
調
査
で
あ
り
今

号
水
産
行
政

を
ど
う
い
う
方
向

に
も
つ
て
行
つ
た
ら
良
い
か
を

決
め
る
た
め
に
知
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
必
要

事
項

に
つ
い
て
調
査
す

る
も
の
で
從
來
水
産
業
に
關
す

る
基
礎
的
な
統

計
資
料

は
極
め

て
不

備
で
、
水

産
行
政

を
円
滑

に
進
め
て
ゆ
く
上
に
大
き
な
障

害
と
な
つ
て
い
ま
し
た
が
、
今

度
の
大
戰
に
よ
り
多
く
の
領
土

を
失
つ
た
我
が
國
が
、
今
後
発

展
す

べ
き
産
業
と
し
て
漁
業

は

大
い
に
注
目
さ
れ
、
終
戰
後
に

な
つ
て
は
じ
め
て
昭
和
二
十
二

年
に
「
水
産
業
基
本
調
査
」
と

い
ふ
名
前
で
簡
單
な
調
査
が
行

わ
れ
、
次
い
で
昭
和
二

十
四
年

三

月
一
日

に
第
一
回
の
漁

業
セ

ン
サ

ス
が
實
施
さ
れ
ま
し
て

、

漸
次
水
産
業
の
基
本
的
な
事
情

が
色

々
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
れ

を
基
礎

に
し
て
水
産
政
策
が
檢

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
第
一

回
の
セ
ン
サ
ン
ス
以
後
五
年
毎

に
行
う
こ

と
に
決
め
ら
れ
、
今

回
は
第
二
回
目
に
な
る
わ
け
で

す
。

今

回

行

れ

る

漁

業

セ

ン

サ
ス
は
水
産
業
に
と
つ
て
最

第
二
回
の
漁
業
セ
ン
サ
ス

十
一
月
一
日
現
在
で
行
わ
れ
る

動
物
蛋
白
食
料

の
供
給
源

と
し

て
國
民
の
食
生
活
を
改
善
し
、

或
は
重
要

な
輸
出
品

と
し
て
外

貨
獲
得
に
貢
献
す
る
等
そ
の
役

割
は
大
き
い
の
で
す

が
、
漁
業

界
の
前
途
は
誠
に
多
難
で
國
内

的
の
各
地
の
漁
場
紛
爭
、
國
際

的
に
は
漁
業
協
定

の
問
題
も
な

か
　
　

円
滑

に
は
進
展
し
て
ぃ

尚
今
後
我
が
國
の
漁

業

は
更
に
生
産
を
増
加
し
て

績

を
あ
げ
て
い
る
か
を
、
お
し

は
か
る
こ
と
も
出
來
、
今
後
の

漁
業
調
整
で
の
進
め
方
に
も
大

變
役
立
つ
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
に
今
回

の
漁
業

セ
ン
サ
ス
の

意
義

は
極

め
て
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す

。

、
昭
和
二
十
八
年
十
一
月

一
日
現
在
施
行

、
調
査
事
項

世
帶
主
の
氏
名

世
帶
員
の
就
勞
状
况

氏
名
　
　
男
女
別

一
(
一
)
名
簿
調
査
漁
業
從

事
者
世
帶
調
査

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
内
外

の

情
勢
に
對

處
し
て

ど
う

い
う
水

産
行
政
施
策
を
行

を
行
う

べ
き

か
、
そ
の
今
理
的
な
解
決

の
最

も
基
礎

と
な
る
の
は
こ

の
漁
業

セ
ン
サ
ス
で
あ
り
ま
す
の
で
、

漁
業
者

の
絶
大
な
御
協
力

を
御

願

い
申
上
げ
ま
す
。
尚

本
セ
ン

サ

ス
は
左
記
に
依
り
行

わ
れ
ま

す
。

有
難
う
保
安
隊

難
工
事
も
見
事
に
完
成

岐
阜
縣
な
ら
び
に
岐
阜
市
、

岐
阜
縣
統
計
協
會
で
は
廣
く
全

國
か
ら
統
計
圖
表
を
次
の
通
り

統
計
圖
表
募
集

一
般
と
兒
童
生
徒

昭
和
二
十
九
年
一
月
一

日
現
在

四
(
一
)
團
体
經
營
体
調
査

昭
和
二
十
九
年
一
月
一

日
現
在
施
行

調
査
事
項

正
組
合
員
の
状
况

組
合
の
状
况

三
(
一
)
内
水
面
漁
業
者
調

査
昭
和
和
二
十
九
年
一
月

一
日
現
在
施
行

調
調
査
事
項

經
營
体
の
名
稱
又
は
經

營
者
の
氏
名

使
用
漁
船

自
營
漁
業
經
營
の
状
况

世
帶
員
の
就
勞
状
况

共
同
經
營
の
参
加
状
况

他
産
業
兼
營
状
况

二
(
一
)
個
人
經
營
体
調
査

年
令
　
　
漁
業
從
事

状
况
　
　
漁
業
外
産

業
從
事
状
况

漁
業
經
營
状
况

他
産
業
經
營
状
况

募
集
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

一

、
應
募
資
格

第
一
部
、
小
中
學
校
生
徒
兒

童

。

第
二
部
、
高
等
學
校
以
上
の

生
徒
兒
童
。

第
三
部
　
一
般

。

二
、
材
料
規
格
　
用
紙
は
ケ
ン

ト
紙
を
用

い
規
格

は
六
四
糎

×
九
一
糎
又
は
三
二
糎
×
四

二
糎
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
こ

と
。
送
付
先
、
岐
阜
縣
総
務
部
統

計
課
。

三
、
締
切
期
日
　
十
一
月
十
日

四
、
入
達
區
分
、
▼
特
賞
各
部

一
点
（
知
事
賞
）
▼
入
選
各

部
三
点
（
岐
阜
市
長
賞
）
▼

佳
作
五
点
（
岐
阜
縣
統
計
協

會
長
賞
）

忍
び
寄
る
火
魔

火
の
用
心
を
し
ま
し
よ
う

い
よ
い
よ
こ
た
つ
の
ほ
し
い

時
期
が
せ
ま
つ
て
参
り
ま
し
た

家
庭
に
、
又
職
場
に
火
を
使

う
機

會
が
多
ぐ
な
り
、
そ
れ
だ

け
火

災
の
危
險
も
多
く
な
る
わ

け
で

す
。
冬
季

に
火
災

が
多
い

の
は
、
た
ゞ
單
に
火
を
多
く
使

う
と
言
う
こ
と
だ
け

が
原
因
で

は
な
く
、
今
一
つ
氣
象
の
状
況

が
大
い
に
影

響
す

る
と
い
う
事

で
す
。
そ
れ
は
冬
は
雨

が
少
く

て
空
氣
が
乾
燥
し
、
從
つ
て
建

物
や
品
物
が
乾
燥

し
僅

か
ば
か

り

の
火
で
も
よ
く
燃
え

出
す
ば

か
り
で
な
く
風
が
強
い
と
物

が

燃
え
る
に
は
、
實
に
良
い
條
件

で
思
わ
ぬ
時
に
、
思
わ
ぬ
處
か

ら
火
災

が
起
る
の
で

あ
り
ま
す

冬
季

に
火
災

が
多
い
の
は
以

上
の
理
由
で
、
毎
年

の
統
計
を

見
ま
し
て
も
全
國
的

に
十
一
月

か
ら
四
月
迄
頃

が
最
も
火
災
発

生
の
多
い
季
節
と
な
つ
て
居
ま

す
。
こ
の
火
災
危
険
期

を
目
前

に
事
前
防
止
の
万
全

を
期
す
る

た
め
今
月
初
め
よ
り
消
防
署
員

が
訪
問
指
導
に
あ
た
つ
て
お
り

そ

の
成
果

が
着
々
と
し
て
擧
げ

ら
れ
つ
ゝ
あ
り
ま
す
。

又

、
今
年

は
火
災
警
報
中

の

吹
流
し
を
現
在
の
消
防
署

一
ケ

所
を
、
大
淀
。
江
平
、
宮
崎
驛

東
側

と
三

ケ
所
に
新
設
す
る
計

画
で

あ
り
、
火

の
用
心
と
明
示

し
た
「
ビ
ラ
」
も
、
す
ぐ
皆
樣

の
お
手
元
に
と
ゞ
く
事
と
思
ひ

ま
す
。
尚

消
防
署
で

は
毎
日
一

時
間
の
交
代
で
全
署
員

が
自
動

も

と
に
二
班

に
分

れ
瓜
生
野
上

野
久
保
間
の
一
キ
ロ
の
道
路
の

開
さ
く
と
、
赤
江
田
吉
の
番
所

橋
長
さ
四
二
米

、
巾
五
米
の
架

橋
工
事
を
行
つ
た
が
さ
す
が
に

さ
る
一
日

か
ら
二

十
日
間

の

予
定
で
市

の
要
請
を
う
け
て
來

宮
中

の
保
安
隊
鹿
屋
獨
立
第
五

三

五
施
設
大
隊
三
六
〇

名
は
重

松
正
人
二
等
保
安
正

が
指
揮

の

難
工
事

と
さ
れ
て
い
た
久
保
道

路
の
開
さ
く
も
優
秀
な
機
械
力

と
士
氣
に
よ
つ
て
山
は
だ
わ
削

り
と
ら
れ
多
年
の
懸
案
で
あ
つ

た
見
事
な
觀
光
と
産
業
道
路
が

必
ず
受
け
ま
し
よ
う

狂
犬
病
豫
防
注
射

車
の
整
備
に
、
皆
樣
の
家
を
火

の
魔
か
ら
救

う
爲

に
、
し
ぢ
ゆ

見
張
つ
て
を
り
ま
す
。

火
災
の
被
害
は
申
す
迄
も
な

く
失
わ
れ
る
物
資
の
損
害
の
金

額
が
多
額
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
直
接
に
國
家
、
社
會
に
及

ぼ
す
損
害

と
罹

災
者

の
精
神
的

打
撃

は
計
り
知
れ
な
い
も
の

が

あ
り
ま
す
。
我
が
國
の
火
災
事

情

は
今
日

の
各
種
の
消
防
防
火

對
策
に
も
拘
ら
ず
火
災
の
數
は

減
少
せ
ず
、
却
つ
て
年
々
増
加

し
つ
ゝ
あ
る
状
態
で
あ
り
ま
し

て
、
特

に
近
頃
ひ
ん
ぴ
ん
と
し

て
火
災
が
起
つ
て
お
り
誠
に
遺

憾
で

あ
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
樣
焚
火
、
煙
突
、

た
ば
こ
等

に
は
特
に
細
心
の
注

意
を
く
ば
つ
て
い
た
ゞ
き
火
災

を
事
前

に
防
止
し
よ
う
で

は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

狂
犬

病
予
防
注
射
日
程
が
決

り
ま
し

た
の
で
愛
犬
家
の
皆
様

は
一
人

洩
れ
な
く
こ
の
予

防
注

射
を
受

け
さ
せ
て
下

さ
い
。

月
　

日
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曜月水木金土月火水木金土月火水木金

施
設
場
所

宮
小
校
東
門
入
口

市
役
所
食
堂
前

東
中
學
校
東
門

保
健
所

市
立
傳
染
病
院

大
淀
小
學
校

奥
野
製
材

所

山
崎
公
民
館

大
島
神
社

花
ヶ
島
公
民
館

池
内
公
民
館

下

北
公
民
館

檍
吉
村
西
中
公
民
館

郡
司
分
區
長
宅

西
山
崎
公
民
館

赤
江
支
所

施
設
場

所

新
地
吾
妻
病
院

消
防
曾
館

盲
學
校

末
廣
町
立
正
寺

鶴
の
島
川
野
牧
場

太
田
保
育
所

横
町
長
友
安
夫
理
髪
店

東
大
島
保
育
所

村

角
公
民
館

南
方
區
長
宅

舊
大
宮
支
所

一
の
宮
眞
方
理
髪
店

大

塚
保
育
所

國
富
小
學
校

恒
久
小
學
校

古
城
小
學
校

予
定

よ
り
早
く
出
来

あ
が
つ
た

ま
た
田
吉

の
番
所
橋
も
折
角

だ

か
ら
地
元
民
に
喜
ば
れ
る
耐

久
力

の
あ

る
橋
を
と
い
う

の
で

橋
脚

は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
作
業
で

潮
の
干
滿
を
見
て
作
業
は
夜
も

書
も
差
別
は
な
く
こ
れ
も
予

定

よ
り
も
早

く
竣
工
し
地
元
民
に

感
謝
さ
れ
て
い
る
。

（
寫
眞
説
明
）

上
、
一
、
二
、
三
は
番
所
橋

の
架
橋
工
事

下
、
四
、
五
は
瓜
生
野
の
道

路
開
さ
く

第
三
回
靑
年

大
会
の
成
績

宮
崎
市
の
第
三
回
青
年
大
會

予
選
會
は
十
五
日
午
前
十
時
か

ら
市
の
議
場
に
三
十
名
の
地
區

代
表

が
出
席
し
て

六
チ

ー
ム
に

よ
り
烈
し
い
討
論
が
く
り
展
げ

ら
れ
た

が
そ
の
結
果

久
島
（
國

優
　

等
　
　

五
千
円
　
　
　
　

一
名

一
　

等
　
　

三
千
円
　
　
　
　

一
名

二
　

等
　
　

貳
千
円
　
　
　
　

二
名

三
　

等
　
　

壹
千
円
　
　
　
　

五
名

来

る
二
十
六
日
よ
り
行

わ
れ

る
宮
崎
神
宮
大
祭

に
並
行

し
て
″
美
し
い
豊
か
な
裝
飾
を
″
と
乘
り
出
し
た
の
が
市

内
店
頭
裝
飾
ウ
イ
ン
ド
コ
ン
ク
ー
ル
で
す

十

月
二
十
三
日
よ
り
二

十
九
日
の
一
週
間
募
集
規
程

が

シ

ヨ
ウ
イ
ン
ド
を
有
す
る
店
で

一
、
神
武
大
祭
と
季
節
の
マ
ツ
チ
し
た
裝
飾

二
、
店

の
個
性
を
表
わ
し
た
も
の

三
、
お
客
に
對
し
て
興
味
を
引
く
も
の

四
、
書
夜
間
の
照
明
に
工
夫
を
こ
ら
し

た
も

の

五
、
關
連
商
品
の
配
置
と
組
合
せ
の
適
正

以
上
の
規
定
に
基
づ
き
店
主
が
店
頭
裝
飾
に
對
し
て
熱

意
と
常
に
關
心
を
有
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

審
査
は
二
四
日
、
二
五
日
の
兩
日

発
表
　
二
十
六
日
　
入
選
に
對
し
て
は
市
よ
り
金
、
銀
紙

の
掲
示

を
す

る

表
彰
　
二

十
六
日
　
市
長
室

審
査

の
結
果
優
秀
な
店

に
は
次
の
賞
金
賞
状

が
送
ら
れ

ま
す

早

め
に
申

込
を

店
頭
裝
飾
コ
ン
ク
ー
ル
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注
射
料
金
は
實
施
期
間
中
は
一

八
〇
円
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。

日
割
表

最

初
よ
り
激
論
つ
い
に
瓜
生

野

の
持
つ
結
城
カ
ツ
子
さ
ん
の
論

に
瓜
生
野
チ
ー

ム
が
勝
利
を
得

た
。

三
、
青
年
圖
体
の
政
治
活
動
は

是

か
非
か

木
花
―
是

大
塚
―
否

は
大
塚
の
否
に
勝
を
得
た

尚
當
日
は
午
後
一
時
か
ら
は

縣
營
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
各
地
區
の

陸

上
競
技

並
び
に
バ
レ
ー
ポ
ー

ル
の
技
を
競
つ
た

瓜
生
野
―
是

内
　
海
―
非

瓜
生
野
勝

兩
チ
ー
ム
終
始
烈
し
い
論
戰
を

ま
じ
え
結
局
戰
時
中
の
惡
弊
を

し
き
り
に
つ
い
た
國
富
チ

ー
ム

も
守
備
一
觀
し
た
倉
岡
チ
ー
ム

に
屈
し
た

。
　
つ
い
で

二
、
再
軍
備
は
是
か
非

か

倉
岡
―
是

國
富
―
非

倉
岡
　

勝

富
）
小
川
（
内
海
）
結
城
（
瓜

生
野
）
以

上
三
君
は
宮
崎
市

代

表
と
し
て
來
る
十
一
月
七
日
圖

書
館
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
る
縣

大

會
に
出
場
す
る
事
に
な
つ
た
。

論
議
の
内
容

は

一
、
隣

組
の
復
活

は
是

か
非

か



二
十
七
日
十
時
―
十

二
時
御
神
幸
祭
行
列

十
時
よ
り

民
藝
大
會
　
十
八
時

弓
道
大
會
　
一
〇
時

二
十
六
日
本
宮
祭

三
大
行
事
の
一
つ
、
宮
崎

神
宮
恒
例
の
御
神
幸
祭
は
、

二
十
六
日
の
本
宮
祭
を
皮
切

に
二
十
七
日
か
ら
三
日
間
迄

華
々
し
く
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

る
車
に
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
宮
内
の
御
神
幸
祭
本

部
で
は
ポ
ス
タ
ー
も
整
い
祭

り
の
花
形
ミ
ス
シ
ヤ
ン
シ
ヤ

ン
馬
の
選
出
も
六
市
に
依
頼

し
て
市
だ
け
の
祭
り
で
な
く

縣
下
擧
げ
て
の
祭
典
と
す
る

よ
う
全
力
を
擧
げ
て
い
ま
す

余
興
隊
も
昨
年
の
四
十
六
組

を
は
る
か
に
越
す
盛
大
な
行

列
が
予
想
さ
れ
、
南
那
珂
郡

本
城
町
下
中
青
年
團
の
豊
年

踊
り
、
宮
崎
郡
田
野
町
の
女

相
撲
、
宮
崎
市
フ
ロ
リ
ダ
ー

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
假
裝
行
列

の
申
込
を
筆
頭
に
續
々
と
余

興
隊
の
申
込
が
き
て
い
ま
す

以
下
は
御
神
幸
祭
の
日
程

十
四
時
　
演
藝
大
會
決
勝
（

東
示
苑
）

十
五
時
五
十
分
　

南

九
州
民

謠
を
尋
ね
て
（

各
縣
代
表

特
別
出
演
）

十
三
時
　
郷
土
舞
踊
大
會
（

縣
廳
前
）

市
内
劒
道
大
會
予
選
（
〃
）

十
七
時
　
演
藝
大
會
予
選
（

瀬
頭
）

十
三
時
　
郷
土
舞
踊
大
會
（

三
角
茶
屋
、
縣
廳
前
）

十
七
時
　
演
藝
大
會
（
中
村

御
旅
所
）

國
体
の
市
代

表
勇
躍
出
發

全
國
こ
ぞ
つ
て
の
陸
の
祭
典

二
十
七
日
―
二
十
九
日
＝
商
工

ま
つ
り
（
産
業
奬
勵
館
、
商

議
所
、
町
村
會
館
）

二
十
八
日
＝
シ
ユ
タ
フ
オ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
音
樂
會
（
縣
公
會
堂
）

＝
十
一
月
三

日
　
文
化

祭
式
典

と
文
化
賞
授
賞
式
（
公
會
堂
）

十
一
月
二
十
一
日
＝
ラ
ザ
ル
・

レ
ヴ
イ
音
樂
會
（
公
會
堂
）

十
一
月
中
旬
―
十
二
月
中
旬
＝

移
動
文
化
班
（
縣
内
）

十
二
月
中

＝
農
業
ま
つ
り
、
民

藝
又
は
二
科
展（

日
時
末
定

）

十
月
二
十
六
日
―
十
一
月
五
日

＝
縣
美
展
（
大
宮
高
）

三
十
一
日
＝
全
九
州
大
學
連
合

音
楽
會
（
公
會
堂
）

縣
職
組
文
化
祭
（
圖
書
館
ホ

ー

ル
）

十
一
月
一
日
―
二
日
＝
西
部
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
（
縣
公
會
堂
）

十
一
月
一
日
＝
輸
出
力
ナ
リ
ヤ

品
評
會
（
延
岡
商
議
所
）

十
一
月
三
日
＝
第
二

回
秋
季
日

本
犬
鑑
貪
會
（
橘
公
園
）

俳
句
大
會
（
勞
働
會
館
）

五
日
―
十
一
目
＝
発
明
協
會
縣

支
部
、
縣
敎
組
毎
日
新
聞
宮

崎
支
局
主
催
縣
下
敎
職
員
學

生
兒
童
発
明
工
夫
展
（
橘
デ

パ
ー
ト
）

五
日
＝
邦
楽
の
夕
（
圖
書
館
ホ

ー
ル
）

十
五
日
＝
藤
間
流
舞
踊
発
表
大

會
（
縣
公
會
堂
）

十
七
日
―
十
九
日
＝
華
道
展
（

橘
・
山
形

山
デ

パ
ー
ト
）

毎
年
開

か
れ
る
「
縣

総
合
文

化
祭
」
の
運
營
委
員
會
は
十
三

日
開
き
今
年
も
盛
り
澤
山
な
行

事
が
次

の
と
お
り
決
り
ま
し
た

内
容

は
縣
主
催

が
行
う
も
の
と

各
文
化
團
体
が
行
う
も
の
と
に

分
れ
て

お
り
、
縣
主
催
で
最
も

香
り
高
い
も
の
と
し
て
シ
ユ
タ

フ
オ
ン
ハ
ー
グ
ン
音
樂
會
、
民

藝
又

は
二
科
展

の
招
致
が
計
画

さ
れ
て

お
り
ま
す

。

な

お

今

年

は

初
の
こ
こ

ろ
み

と
し
て
各
映
画

館
の
協
力

を
得
て
期
間
中
名
画
を
上
映
す

る
場
合

は
映
画
館

が
主
催
者
と

な
つ
て
文
化
祭
に
加
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
以
下
行

事
は

二
十
一
日
＝
文
化
講
演
と
ス
ラ

イ
ド
発
表
會
（
圖
書
館
ホ
ー

ル
）

會
堂
）

二
十
一
日
―
二

十
三

日
＝
日
比

親
善
兒
童
圖
書
交
換
作
品
展

郡
市
對
抗
靑
年
討
論

會
　
（
敎
育
會
館
縣
公

二
十
一
日
―
宮
大
學
藝
學
部
演

劇
発
表
會
（
圖
書
館
）

（
宮
崎
商
議
所
）

二
十
二
日
＝
縣
青
年
体
育
大
會

（

グ
ラ

ウ
ン
ド
）

二
十
七
日
＝
文
化
講
演
會

な
お
こ
の
ほ
か
縣
立
圖
書
館
で

は
二

十
七
日

か
ら
の
讀
書
週
間

行

事
を
文
化
祭
に
参
加

さ
せ
る

今
月
下
旬
か
ら
十
一
月
下
旬
ま
で

多
彩
な
総
合
文
化
祭

賑
う
神
宮
大
祭

盛
り
澤
山
な
行
事
決
る

１
、
人
は
右
側
車
は
左
の
對
面

交
通
を
守
る
こ
と
。

２
、
歩
行
車
道
の
區
別
の
あ
る

道
路
で
は
歩
行
者
は
必
ず
歩

道
を
歩
く
こ
と
。
歩
道
は
右

側
の
歩
道
、
左
側
の
歩
道
の

ど
ち
ら
を
歩
い
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

３
、
横
斷
す
る
場
合
の
外
、
車

一
、
歩
行
者
が
守
ら
ね

ば
な
ら
な
い
事
項

道
路
交
通
取
締
法
令
が
改
正

さ
れ
「
對
面
交
通
」
が
實
施
さ

れ
て
か
ら
す
で
に
四
ヶ
年
を
經

過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
一
般
の

協
力
を
求
め
て
、
關
係
諸
機
關

は
勿
論
、
特
に
交
通
安
全
協
會

な
ど
一
体
と
な
つ
て
、
そ
の
普

及
徹
底
に
努
め
て
参
り
ま
し
た

が
結
果
は
今
だ
に
余
り
思
わ
し

く
な
く
、
安
全
な
る
交
通
を
確

立
す
る
た
め
に
た
え
ず
努
力
さ

れ
て
い
る
警
察
の
惱
の
種
と
な

つ
て
い
る
樣
で
す
。

宮
崎
市
に
於
け
る
最
近
の
交
通

事
故
は
月
平
均
約
八
、
五
件
と

云
う
面
白
く
な
い
數
字
を
出
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
特
に
自
轉

車
の
二
人
乘
が
多
く
、
つ
い
で

無
燈
火
等
で
あ
り
、
市
警
察
署

で
は
次
の
事
項
に
特
に
注
意
す

る
樣
望
ん
で
い
ま
す
。

防
犯
の
窓

對
面
交
通
を
一
層
勵
行

１
、
自
轉
車
道
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
必
ず
自
轉
車
道
を
通
行

す
る
事
。

２
、
一
列
で

進
行
す
る
こ
と
。

３
、
二

人
乘

り
、
無
燈
火
は
や

め
て
下

さ
い
。

４
、

せ
ま
い
道
路
、
砂
利

道
、

そ

の
他
危
險
な
場
所
で
自
動

車
と
行
き
あ
つ
た
時
、
又
は

追
越

さ
れ

る
と
き
は
特

に
注

意
し
て
な
る

べ
く
降
り
る
樣

に
す

る
事
。

５
、

ベ
ル
、
ブ
レ
ー
キ
は
常
に

整
備
し
、
で
た
ら

め
に
ス

ピ

ー
ド
を
出
さ
な
い
事

。

二
、
自
轉
車
乘
用
者
が

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
項

道

を
通
行
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

４
、
道
路
を
斜
に
横
斷
し
て
は

な

り
ま
せ

ん
。

５
、
諸
車

の
直
前
直
後
で

道
路

を
横
斷
し
な
い
こ
と
。

６
、
キ
ヤ
ツ
チ
ボ
ー
ル
、
ロ
ー

ラ

ス
ケ
ー
ト
等

を
し
て
は
な

ら

な
い
。

７
、
幼
兒
の
一
人
歩
き
、
子
供

の
遊
ぎ
は
出
來
ま
せ
ん
（
保

護
者

が
處
罰

を
受
け
ま
す
）

８
、
交
通
の
妨
害
と
な
る
物
を

置
か
な
い
事
。

市
で
は
來
年
開
か
れ
る
南
國

博
覽
會
に
先
が
け
、
宮
崎
の
玄

關
口
と
い
わ
れ
て
い
る
高
千
穂

通
の
ロ
ー

タ
リ
ー
を
こ

の
程
改

裝
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
縣
外
觀
光
客

か
ら
耳

の
痛
い
ほ
ど
言
葉
を
頂

い
て
を
い
た
の
で
市

と
し
て
も

中
心
街
の
ロ
ー
タ
リ

ー
と
し
て

は
余
り
に
も
殺
風
景
で
神
武
大

祭
前

に
迄
に
は
と
十
月
十
三
日

よ
り
予

算
四
万
八
千
円
で

う
ち

三
万
二
千
円
で

マ
サ
未
二
千

本

ア
キ
ラ

ン
ソ

ス
六
百
本
な
ど
五

色
の
花
で
彩

り
、
直
徑
十
メ
ー

ト
ル
の
花
壇
は
斜
式
に
し
て
立

体

感
を
出
す

と
の
こ

と
で
本
縣

隨
一
の
ロ
ー
タ
リ

ー
と
し
て
樂

し
め
る
事
に
な
り
ま
し
よ
う

五
丁
目
の
ロ
ー
タ
リ
ー

彩
る
五
色
の
花

第
八
回
國
民
体
育
大
會
が
華
々

し
く
十
月
二
十
二

日
よ
り
二
十

六
日
の
五
日
間
四
國
全
縣
に
亘

っ
て
幕
を
開
く
事
に
な
り
ま
し

た
。

本
縣

か
ら
の
出
場

選
手

は
二
百

五
十
四
名
で
こ
の
う
ち
宮
崎
市

よ
り
百
十
八
名
の
選
手
を
送
り

出
す
事
に
な
り
十
七
日
に
壯
行

會
が
行
わ
れ
二
十
日
に
勇
躍
出

発
し
ま
し
た
。
私
達
は
代
表
選

手
を
心
よ
り
激
勵
致
し
ま
し
よ

う
。

一
、
自
轉
車
に
は
必
ず
施
錠
す

る
こ

と
。

二
、
歩
行
者
は
荷
物

を
確
實
に

犯
罪
の
防
止
に
は

◇
人
　
は
　
右

車
　
は
　
左
◇

６
、
左
折
、
右
折
の
場
合

は
必

ず
手
信
号
を
す
る
事
。

７
、
自
轉
車
を
橘
通
の
樣
な
歩

車
道
の
區
別

の
あ
る
道
路

に

お
く
と
き
に
は
、
前
車
輪

を

車
道

の
左
端

に
後
車
輪

を
歩

道
に
上
げ
、
出
來
る
限
り
斜

に
且
つ
交
通
の
方
向

に
向
け

て
置
く
事
。

普
通
の
道
路
で

は
交
通

の
じ

や
ま
に
な
ら
な
い
樣

に
、
出

來
る
だ
け
左
端
に
お
く
こ
と

以
上

は
當
然
守
ら
な
け
れ

ば
な

ら
な
い
事
で
あ
り
ま
す

。

來
年
の
秋
の
南
國
博
も
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
市

民
の
方

が
交
通

道
徳
を
し
つ
か
り
身

に
つ
け
て

違
反
の
な
い
郷
土
に
作
り

上
げ

ま
せ
う

。

持
ち
隙
を
與
え
な
い
こ
と
。

三
、
婦
人

の
夜
間
出
歩
き
は
單

獨
を
避
け
二
人
以
上
と
し
貴

重
品
を
最
中

に
し
て

歩
行
す

る
こ
と
。

四
、
家
屋

は
出
来
る
丈
施
錠
し

二

階
の
施
錠

に
は
特
に
留
意

し
、
特
に
物
干
台
に
通
ず
る

出
入
口
の
施
錠
は
確
實
に
す

る
こ
と
。

五
、
留
守

は
子
供
で
も
好
い
か

ら

家
屋
内

か
其
の
家
の
前
で

遊
ば
せ
る
こ

る
。

六
、
換
價
處
分
出
來
る
物
は
屋

外

に
放
置
し
な
い
こ
と
、
例

え
ば
、
リ
ヤ
カ
ー
と
か
自
轉

車
の
如

き
も

の
。

七
、
書
間
に
於
け
る
擧
動
不
審

者
を
家
の
前
で
二
、
三
回
見

か
け
た
場
合

は
充
分
に
警
戒

し
事
前

に
措
置
す
る
こ
と
。

以
上
防
犯

心
得

を
書

並
べ
ま
し

た
の
で

よ
く
お
讀
み
下

さ
い
ま

し
て
秋
の
刈
入
時

に
は
御
注
意

下

さ
い
。

美
し
い
鄕
土
に

橘
通
二
丁
目
の
グ
リ
ン
・
ベ
ル
ト

橘
通
り
二
丁

目
に
こ

の
ほ
ど

市
當
局
と
宮
崎
交
通
な
ら
び
に

橘
通
り
二
丁

目
商
店
街

が
話
し

合
ひ
、

グ
リ
ン
ベ
ル
ト
内

に
市

よ
り
五
千
円
、
商
店
二
万
円
の

負
担
で

美
し
く
花
を
植
え
る
こ

と
に
な
り
す
で
に
中
村
園
藝
所

が
ラ
ン
、

ニ
リ
な
ど
を
植
え
つ

け
街

を
明

る
く
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
こ
ゝ
數
日
中
に
八
ケ
所

縣
産
業
奬
勵
館
の
商
工
ま

つ
り
事
務
局
で
は
「
商
工
ま
つ

り
」
の
一
環
と
し
て
匿
名
繪
画

書
道
展
示
即
賣
會
を
二
十
七
日

か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
縣
敎
育

會
館
で
開
催
す
る
。

出
品
内
容
は

同
好
者
の
所
有
す
る
繪
画
書

道
で
即
賣
を
希
望
さ
れ
る
も

の
。
即
賣
を
希
望
さ
れ
な
い
参
考

出
品
出
品
物
は
原
則
と
し
て
匿
名

と
す
る
も
出
品
者
の
希
望
に

よ
り
出
品
者
名
を
標
示
す
。

出
品
繪
画
書
道
は
則
と
し
て

印
刷
も
の
は
い
け
な
い
。

申
込
期
限
は
二
十
四
日
ま
で
と

し
事
務
局
へ
申
込
む
こ
と
。

搬
入
は
十
月
二
十
六
日
ま
で
に

會
場
の
こ
と
。

會
場
よ
り
の
搬
出
は
十
月
三
十

日
に
行
う
。

匿
名
絵
画
書
道

展
示
即
賣
會

第
四
回
宮
崎
市
畜
産
共
進
會

は
十
一
月
五
日
午
前
九
時

か
ら

鶴
之
島
家
畜
市
場
と
小
戸
神
社

で
開
く
。

出
陳
種
目

は

牛
二
五
頭
　

子
牛
二

七
頭
　

馬

二
〇
頭
　

子
馬
二
一
頭
　

貸
付

和
牛
四
二
頭

が
出
場
、
審
査
し
て
優
勝
七
。

一
等
十
七

、
二

等
三
十
三
、
三

等
五
一
頭

を
決
め
る
。

十
一
月
五
日
鶴
の
島

畜
産
共
進
會

市
商
工
観
光
課
で

は
昭
和
二

十
八
年
度
中
小
企

業
振
興
補
助

金
申
請
受
付
を
行
つ
て
お
り
ま

す

の
で
早
め
に
申
請
し
て
下

さ

い
規
程

並
び
に
樣
式
は
市
商
工

觀
光
課
に
あ
り
ま
す
の
で
御
問

合
せ
下

さ
い

企
業
振
興
補
助

金
申
請
受
付

の
グ
リ
ン
ベ
ル
ト
に
も
花
が
植

え
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
て

お
り
、
市
の
新
し
い
名
所

と
し

て
季

節
毎
に
美
し
い
花

が
市
民

の
皆
樣
の
目
を
樂
し
ま
せ
る
こ

と
で
し
よ
う
（
寫
眞
は
花
で
埋

め
ら
れ
た
橘
通
二
丁
目
）

秋
の
大
掃
除

傳
染
病
予
防
に
御
協
力
を

秋
の
大
清
掃
は
年
中
行
事
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
傳
染
病
が
平
年
に
比
べ
急
増
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
分
で
は
ま
だ
　
　
樂
觀
で
き
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す

今
秋
は
特
に
次
の
事
項
を
守
つ
て
い
た
ゞ
い
て
明
る
い
き

れ
い
な
我
家
を
保
ち
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。
そ
う
し
て

我
郷
土
よ
り
傳
染
病
を
出
さ
な
い
樣
に
協
力
し
て
い
き
ま

せ
う
。

一
、
期
間

自
十
月
十
五
日

至
十
月
二
十
六
日

二
、
實
施
要
領

１
　
建
物
内
外
の
清
掃
並
に
塵
芥
の
處
理

２
　
便
所
の
衞
生
的
管
理

３
　
下

水
の
浚
渫

４
　
ね
ず
み
、
は
え
、
蚊
の
驅
除
及
び
発
生
場
所
の
除

去
５
　
戸

障
子

は
開
放
し
て
充
分
通
風
を
圖
り
疊

や
敷
物

寝
具
な
ど
は
四
時
間
以

上
日
光
に
あ
て

る
こ

と

６
　

床
板
は
成
る
べ
く
取
外
し
床
下

の
乾
燥

を
は
か
る

こ

と

三
、
淸
掃
検
査
日
割

當
日
雨
天
の
際
の
檢
査
日
は
追
て
通
知
致
し
ま
す

小
戸
小
學
校
　
十
月
十
五
日

和
知
川
原
、
大
工
町
、
霧
島
町
、
船
塚
町

江
平
小
學
校
　
十
月
十
六
日

神
宮
東
、
権
現
、
青
葉

大
淀
小
學
校
　
十
月
十
七
日

大
塚
町
、
京
塚
町
、
福
島
町

古
域
小
學
校
　
十
月
十
九
日
　
　
古
城
、
全
域

大
宮
小
學
校
　
十
月
二
十
日

花
ヶ
島
、
下
北
方
町
、
池
内
、
村
角
、
南
方
、
大
島

檍
小
學
校
　
十
月
二
十
一
日

吉
村
（
西
中
、
北
中
）
一
ノ
宮
、
中
原

新
別
府
、
阿
波
岐
原
、
山
崎
、
浮
之
城
、
宮

の
脇
、

大
町

赤
江
小
平
校
　

十

月
二
十
二
日

城
ケ
崎
、
宮
の
元
、
田
吉
、
塩
飽
町
、
片
平
、
吉
永

下

恒
久
、
赤
江

、
東
山
崎
、
西
山
崎
、
ヤ
ネ

ゴ
モ

ジ

國
富
小
學
校
　
十
月
二
十
三
日

國
富
、
立
和
、
松
崎
、
濱
畑
、
岩
切
、
山
下
、
平
田

新
原
、
江
佐
原
、
柿
原
、
大
村
、
辻
原
、
東
宮
、
城

の
下
、
郡
司
分

恒
久
　

十
月
二

十
四
日

曽
井
、
横
町

、
働
寄
寺
、
源
藤
鏡
、
中
恒

久

潮
見
小
　

十

月
二
十
六
日

曽
師
、
ガ
ニ
町
、
高
洲
町
、
潮
見

市
街
地
區
校
區
別
檢
査
日
割
は
未
定

出
品
料

は
無
料
と
す
る
が
、

會

場

へ
の
搬
入
及
び
搬
出
は
會
て

出
品
者

の
負
担

と
す
る
。

手
數
料
は
會
場
に
お
い
て
賣
約

及
び
即
賣
を
行
う
。
但
し
手
数

料
は
一
割
以
内

を
徴
収
す
る
も

天

災
そ
の
他
不
可
抗
力
に
よ
る

損
害
に
對
し
て
は
責
任
を
負
わ

な

い
。

收
穫
は
手
順
よ
く

供
米
は
早
め
に

完
納
致
し
ま
し
よ

う

幸
　
瀬
頭
大
神
宮

十
一
十
二
時

出
發
到
着
御
神

二
十
八
日

幸
　
本
宮

十
二
時
出
發

十
四
時
到
着
御
神

二
十
九
日
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